
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
２
０

０
人
が
挑
戦
し
、
続
々
と
好
記
録

が
出
ま
し
た
。
　
１
位
：
山
下
守

さ
ん(

芝)

15
㍍
　
２
位
：
田
野
和

仁
さ
ん(

晩
稲)

14
㍍
70
㌢
　
３
位

山
﨑
富
治
さ
ん(

晩
稲)

13
㍍
20
㌢

　「落ちた！飲んだ！走った！食べた！
割った！答えた！」笑いと歓声が絶えな
かった梅トラクイズ。1 1 4 組( ３人１組）が
参加し、見事優勝したのは「いらなだよー
チーム」、２位「山崎果樹園Ⅴチーム」、 ３
位「梅太郎チーム」。

　見事にオープニングを飾った「プ
ラリズム」の皆さん。
　「ヤアー！」と全員の息のあった
動き、キレのある動きに観客は魅了
され、拍手が絶えませんでした。

　町内の子どもから大人まで
4 5 8 人が朝早くから並び、暑
い中、長時間がんばり、見事
な町章が完成しました
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「
町
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

「
町
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

「
町
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

「
町
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

「
町
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

　
第
１
庁
舎
玄
関
前
で
、
町
民
憲

章
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
憲
章
は
記
念
式
典
で
発
表
さ

れ
、
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
記
念
植
樹
」

「
記
念
植
樹
」

「
記
念
植
樹
」

「
記
念
植
樹
」

「
記
念
植
樹
」

　
１
周
年
を
記
念
し
て
、「
白
梅
」

と
「
紅
梅
」
を
植
樹
し
ま
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
出
発
式
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
が
町
民
の
皆
さ
ん
に

大
い
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
安
全

な
運
行
を
願
っ
て
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
寿
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
15
人
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
乗
り
こ
み
、
鶴
の
湯

温
泉
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
し

た
。
　

「
み
な
べ
町
合
併

「
み
な
べ
町
合
併

「
み
な
べ
町
合
併

「
み
な
べ
町
合
併

「
み
な
べ
町
合
併

　
　
　
　
１
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
１
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
１
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
１
周
年
記
念
式
典
」

　
　
　
　
１
周
年
記
念
式
典
」

　　　　　
1010101010
月
１
日

月
１
日

月
１
日

月
１
日

月
１
日(( (((

土土土土土)) )))

、、、、、
み
な
べ
町

み
な
べ
町

み
な
べ
町

み
な
べ
町

み
な
べ
町

誕
生
１
周
年
記
念
行
事

誕
生
１
周
年
記
念
行
事

誕
生
１
周
年
記
念
行
事

誕
生
１
周
年
記
念
行
事

誕
生
１
周
年
記
念
行
事
「
梅
「
梅
「
梅
「
梅
「
梅

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
み
な
べ
わ
い
わ
い
バ
ー
ス

「
み
な
べ
わ
い
わ
い
バ
ー
ス

「
み
な
べ
わ
い
わ
い
バ
ー
ス

「
み
な
べ
わ
い
わ
い
バ
ー
ス

「
み
な
べ
わ
い
わ
い
バ
ー
ス

デ
ー
」

デ
ー
」

デ
ー
」

デ
ー
」

デ
ー
」
が
役
場
第
１
庁
舎
を
中

が
役
場
第
１
庁
舎
を
中

が
役
場
第
１
庁
舎
を
中

が
役
場
第
１
庁
舎
を
中

が
役
場
第
１
庁
舎
を
中

心
に
、

心
に
、

心
に
、

心
に
、

心
に
、
晴
天
の
下
、

晴
天
の
下
、

晴
天
の
下
、

晴
天
の
下
、

晴
天
の
下
、
開
催
さ
れ

開
催
さ
れ

開
催
さ
れ

開
催
さ
れ

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
紹

そ
の
主
な
も
の
を
紹

そ
の
主
な
も
の
を
紹

そ
の
主
な
も
の
を
紹

そ
の
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

介
し
ま
す
。

（
料
理
シ
ョ
ー
は

（
料
理
シ
ョ
ー
は

（
料
理
シ
ョ
ー
は

（
料
理
シ
ョ
ー
は

（
料
理
シ
ョ
ー
は
2828282828
ペ
ー
ジ
に
）

ペ
ー
ジ
に
）

ペ
ー
ジ
に
）

ペ
ー
ジ
に
）

ペ
ー
ジ
に
）

　
小
谷
芳
正
助
役
の
開
式
宣
言
で

式
典
オ
ー
プ
ン
。
山
田
町
長
が

「
今
、
世
の
中
に
は
閉
塞
感
が
漂
っ

て
い
る
。し
か
し
、み
な
べ
町
は
苦

難
に
耐
え
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て

前
進
し
続
け
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
新
町
の
方
向
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
の
花
（
梅
）、
木
（
う

ば
め
が
し
）、
鳥
（
う
ぐ
い
す
）、
魚

（
い
わ
し
）
の
映
像
の
紹
介
、
町
民

憲
章
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。（
町

民
憲
章
の
文
章
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

　
そ
し
て
、
南
部
川
村
と
南
部
町
、

両
町
村
の
首
長
と
し
て
、
県
内
第

１
号
の
合
併
と
な
る
「
み
な
べ
町
」

「
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

「
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

「
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

「
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

「
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

　
林
秀
行
・
う
め
課
長
が
全
国
各

地
（
福
岡
、
愛
・
地
球
博
、
東
京
、

小
田
原
、
姫
路
）
を
訪
問
し
て
き

た
梅
ロ
ー
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

ウ
ー
ち
ゃ
ん
、プ
ラ
ラ
も
が
ん
ば

り
ま
し
た
。

を
誕
生
さ
せ
る
た
め
、渾
身
の
力

と
情
熱
を
注
い
だ
、
故
山
﨑
繁

雄
・
旧
南
部
町
長
と
山
田
・
み
な

べ
町
長
（
旧
南
部
川
村
長
）
に
市

町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ラ
ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ラ
ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ラ
ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ラ
ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

　
48
回
目
と
な
る
和
歌
山
放
送
ラ

ジ
オ
＆
ウ
ォ
ー
ク
『
き
の
く
に
お

こ
し
、
ふ
る
さ
と
発
信
〜
浜
の
熊

野
古
道
み
な
べ
町
の
秋
を
歩
く

〜
』、
が
合
併
１
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
ラ
ジ
オ

＆
ウ
ォ
ー
ク
の
一
行
約
１
０
０
人

は
第
１
庁
舎
を
出
発
、
途
中
、
南

部
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
、
熊
野
古
道
で
唯
一
の
浜
辺

コ
ー
ス
の
千
里
海
岸
な
ど
を
歩

き
、
第
１
庁
舎
に
戻
り
ま
し
た
。

「
ス
タ
ン
プ
会
大
抽
選
会
」

「
ス
タ
ン
プ
会
大
抽
選
会
」

「
ス
タ
ン
プ
会
大
抽
選
会
」

「
ス
タ
ン
プ
会
大
抽
選
会
」

「
ス
タ
ン
プ
会
大
抽
選
会
」

　
み
な
べ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
に
よ
る
大
抽
選
会
。32
型

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
液
晶
テ
レ
ビ
、な
な
め
ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾

燥
機
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
の
豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
に
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
が
「
次
は

自
分
が
」
と
見
入
り
ま
し
た
。

「
大
餅
ま
き
大
会
」

「
大
餅
ま
き
大
会
」

「
大
餅
ま
き
大
会
」

「
大
餅
ま
き
大
会
」

「
大
餅
ま
き
大
会
」

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
祝
い
事

に
は
欠
か
せ
な
い
「
餅
ま
き
」。
清

川
、
高
城
、
芝
、
埴
田
、
山
内
の
皆

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
、
約
２
万

個
の
も
ち
が
宙
を
ま
い
、「
梅
ロ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
み
な
べ
わ

い
わ
い
バ
ー
ス
デ
ー
」
の
最
後
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「おっちゃん、こっちこっち！」

「大餅まき大会」最初に、家の棟上げ
の時に縁起を担いで投げる、紅白の
お餅がまかれました

町
民
憲
章
碑
と
憲
章
の
起
草

に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん

本
年
１
月
に
亡
く

な
っ
た
山
﨑
繁
雄

南
部
町
長
に
代

わ
っ
て
、
夫
人
の

山
﨑
洋
子
さ
ん
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

熊
野
古
道
で
唯
一
の
浜
辺
コ
ー
ス
・

千
里
海
岸
に
到
着

「
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
＆

「
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
＆

「
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
＆

「
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
＆

「
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
＆

握
手
会
」

握
手
会
」

握
手
会
」

握
手
会
」

握
手
会
」

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
魔

法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
５
人

が
、
わ
い
わ
い
バ
ー
ス
デ
ー
を
悪

者
に
邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
助
け
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
せ
ま
し
と
大
活
躍
の
５
色

の
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
、
子
ど
も

た
ち
も
大
人
た
ち
も
「
か
っ
こ
い

い
ー
」
と
大
喜
び
。
握
手
会
も
大

に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

つ
け
た
餅
を
小
さ

く
ち
ぎ
っ
て
、
丸

く
形
を
整
え
て
い

ま
す
。

「火のはたはぬくい
わ」、水につけてお
いたもち米を蒸し
ています。

「さあ、次入れる
で」、餅つき機が大
活躍です。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
と
も
に
こ
の
日
か
ら

試
験
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
皆
さ
ん
、
大
い
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
ね
」
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み
な
べ
町
長
賞
　

　
梅
干
し
が
弁
当
箱
で
威
張
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
中
家
　
詳(

田
辺
市)

　
合
併
１
周
年
を
記
念
し
て
全
国
へ
募
集
し
た
『
梅
干
川
柳
』。
応
募
総
数
は
な
ん
と
４
１

６
３
句(

応
募
人
数
は
２
３
５
３
人)

で
し
た
。そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
作
品
と
入
賞
者

を
紹
介
し
ま
す(

敬
称
略)

。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
み
な
べ
の
梅
干
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
き
、
こ
れ

ら
の
作
品
を
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。〔
問
合
せ
は
役
場
企
画
管
財
課(

℡
72-

２
１
４
２)

へ
〕

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
、
ま
ず
『
番
傘
』
同
人
の
大
炭
暁
星
さ
ん(

田
辺
市)

と
川
上
紅
雀
さ

ん(

同)

、
み
な
べ
川
柳
の
会
員 

小
谷
眞
千
子
さ
ん(

芝)

が
優
秀
作
を
絞
り
込
み
、
そ
の
中

か
ら
各
団
体
の
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
最
終
決
定
し
ま
し
た
。
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い
い
ん
で
す
南
髙
梅
で
い
い
ん
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
代
日
出
夫(

山
内)

　
梅
干
だ
名
前
は
プ
ラ
ラ
か
わ
い
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
本
千
佳(

芝)

　
ひ
と
つ
ぶ
で
口
に
ひ
ろ
が
る
梅
ロ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
形
部
あ
ゆ
み(

山
内)

　
美
し
い
夕
日
の
よ
う
な
梅
干
や

　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
達
也(

東
吉
田)

　
日
光
に
ほ
め
ら
れ
梅
が
照
れ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
野
　
周(

軽
井
川)

  

　
梅
干
は
健
康
長
寿
の
お
手
伝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
﨑
泰
人(

片
町)

　
語
ら
い
は
夫
婦
茶
椀
で
梅
昆
布
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
高
志(

新
町)

　
梅
干
に
日
本
の
知
恵
が
漬
け
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
忠
雄(

静
岡
県)

　
一
粒
が
千
円
は
す
る
マ
マ
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
正
男(

愛
知
県)

　
元
気
だ
ね
南
髙
梅
の
お
蔭
だ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
喜
一(

埼
玉
県)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
梅
干
し
が
届
い
て
弾
む
電
話
口

　
　
　
　
　
　
　
出
口
セ
ツ
子(

大
阪
府)

　
一
粒
の
梅
が
と
り
も
つ
仲
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
高
木
み
の
る(

印
南
町)

　
料
亭
の
な
ん
と
す
ま
し
た
梅
干
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
俣
野
淳
子(

京
都
府)

　
朝
昼
晩
南
高
梅
で
飯
を
食
い

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
春
子(

東
京
都)

　
梅
レ
シ
ピ
増
や
し
元
気
を
管
理
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
小
栢
幹
子(

大
阪
府)

　
梅
干
を
食
べ
る
健
康
ど
真
ん
中

　
　
　
　
　
　
　
中
田
と
し
お(

田
辺
市)

　
焼
酎
の
お
湯
割
り
梅
の
艶
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
憲
任(

埼
玉
県)

　
梅
干
は
天
日
を
浴
び
て
美
人
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
本
カ
ネ(

長
崎
県)

　
梅
干
し
に
元
気
を
貰
う
朝
ご
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
大
柿
晴
子(

栃
木
県)

　
梅
干
し
を
一
日
一
個
元
気
な
子

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
和
代(

愛
知
県)

み
な
べ
町
文
化
協
会
長
賞
　

　
お
む
す
び
を
割
っ
た
ら
梅
干
し
笑
っ
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
潤(

山
形
県)

　

み
な
べ
町
教
育
委
員
会
委
員
長
賞
　

　
梅
干
は
あ
な
た
の
健
康
つ
く
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
里
咲(

市
井
川)

　
　
　

み
な
べ
観
光
協
会
長
賞
　

　
夏
の
里
梅
干
す
香
り
漂
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
川
寛
絵(

木
ノ
川)

　
　
　
　
　
　

み
な
べ
町
商
工
会
長
賞
　

　
嫁
が
来
て
梅
干
し
好
き
が
ひ
と
り
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
江
原
好
一(

埼
玉
県)

　
　

み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
　

　
梅
干
に
今
日
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
　

み
な
べ
町
農
業
委
員
会
長
賞
　

　
一
日
に
梅
干
一
個
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
角
貝
久
雄(

埼
玉
県)

　

紀
州
み
な
べ
梅
干
生
産
者
協
議
会
長
賞
　

　
婆
さ
ん
も
梅
も
わ
が
家
の
宝
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
玲
子(

滝)

　

南
部
郷
梅
対
策
協
議
会
長
賞
　

　
子
に
送
る
荷
物
に
梅
干
し
入
れ
て
お
く

　
　
　
　
　
　
　
住
田
勢
津
子(

愛
知
県)

　

み
な
べ
い
な
み
農
業
協
同
組
合
長
賞
　

　
梅
干
を
送
る
と
母
の
初
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
山
下
奈
美(

静
岡
県)

　
　

紀
州
み
な
べ
梅
干
協
同
組
合
代
表
理
事
賞
　

　
梅
干
の
茶
漬
け
が
う
ま
い
旅
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
山
本
貞
伊
知(

田
辺
市)

　
　

み
な
べ
町
議
会
議
長
賞
　

　
梅
干
を
食
べ
て
百
ま
で
生
き
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
酒
井
絹
永(

御
坊
市)

　
　
　

選
評
　
あ
の
梅
干
が
、
今
や
芸
術
品
の
感
す
ら
漂
う
南
高

梅
と
し
て
弁
当
箱
の
真
ん
中
で
い
ば
っ
て
い
る
…
。
大
変

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
、
Ｐ
Ｒ
効
果
抜
群
の
句
で
す
。

選
評
　「
必
ず
」と
は
言
っ
て
な
い
が
百
ま
で
生
き
て
や

ろ
う
と
い
う
決
意
が
見
事
。
梅
干
へ
の
信
頼
と
自
信
が

満
々
で
す
。

選
評
　
旅
か
ら
帰
っ
て
梅
干
と
お
茶
漬
け
を
さ
ら
さ
ら
と

流
し
込
み
、「
あ
あ
我
が
家
に
着
い
た
ん
だ
…
」。
ほ
っ

と
し
た
表
情
が
浮
か
ん
で
く
る
代
表
的
な
実
感
句
で
す
。

選
評
　「
母
」
を
介
し
て
交
わ
さ
れ
た
、
古
い
歴
史
が
あ

る
「
梅
干
」
と
近
代
的
な
通
信
手
段
「
メ
ー
ル
」
の
取

り
合
わ
せ
が
い
い
。

選
評
　
都
会
に
住
む
子
ど
も
た
ち
へ
送
る
旬
の
品
々

の
中
に
、そ
っ
と
梅
干
を
し
の
ば
せ
る
…
。母
の
深
い

愛
情
に
軍
配
！

選
評
　
そ
う
い
え
ば
、
婆
さ
ん
と
梅
干
は
似
て
い
る

か
も
…
。
そ
う
だ
！
ど
ち
ら
も
貴
重
な
家
宝
な
ん
で

す
ね
。

選
評
　
朝
起
き
た
て
は
何
と
な
く
覇
気
が
わ
か
な
い
。

そ
ん
な
と
き
、
パ
ワ
ー
を
く
れ
る
の
が
梅
干
で
す
！

選
評
　
最
近
流
行
の
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
よ
り
、

「
一
日
一
個
で
健
康
」、
梅
干
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ほ

う
が
身
近
で
分
か
り
や
す
く
実
行
で
き
ま
す
。

選
評
　
農
家
に
あ
か
抜
け
し
た
茶
髪
の
嫁
さ
ん
が
来
て

く
れ
た
。そ
し
て
梅
干
党
に
も
な
っ
て
く
れ
た
。そ
ん

な
う
れ
し
い
光
景
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
佳
句
で
す
。

選
評
　
み
な
べ
の
夏
の
香
り
は
干
し
梅
の
匂
い
。
町

中
に
香
る
、
そ
の
な
じ
み
の
匂
い
が
た
だ
よ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

選
評
　
幼
い
と
き
か
ら
梅
干
が
食
卓
に
あ
り
、
母
に

一
粒
は
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
。
今
日
の
元
気
は
今
も
欠

か
さ
ぬ
梅
干
の
お
か
げ
と
実
感
し
て
い
ま
す
！

選
評
　
笑
っ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
の
よ
う

な
梅
干
が
お
む
す
び
の
中
に
！
こ
れ
が
本
当
の

「
み
な
べ
名
産
」
梅
干
の
一
番
の
魅
力
で
す
。

　
み
な
べ
町
誕
生
１
周
年
記

念
行
事
を
盛
り
上
げ
た
の
は

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
各

種
団
体
が
趣
向
を
こ
ら
し
た

次
の
よ
う
な
バ
ザ
ー
、
模
擬

店
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
、
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
リ
サ

イ
ク
ル
＆
福
祉
バ
ザ
ー
）、農

協
女
性
部
（
笹
寿
司
・
か
き

氷
・
ジ
ュ
ー
ス
・
コ
ー
ヒ
ー

の
販
売
）、な
か
よ
し
作
業
所

（
大
学
芋
・
綿
菓
子
・
カ
レ
ー
・

炊
き
込
み
ご
飯
・
揚
げ
た
こ

焼
き
・
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
）、

す
ま
い
る
作
業
所（
綿
菓
子
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
販
売
）、商
工
会
女
性
部

（
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
・
う
ど
ん

の
販
売
）、
南
部
郵
便
局
（
風

船
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、農
協
青
年

部（
農
産
物
販
売
、梅
ジ
ュ
ー

ス
試
飲
）、
青
年
ク
ラ
ブ
・
梅

郷
ク
ラ
ブ（
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
・

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
）、漁

協
女
性
部
（
鮮
魚
・
干
物
販

売
、
イ
セ
エ
ビ
の
み
そ
汁

サ
ー
ビ
ス
）、
森
林
組
合
・
備

長
炭
生
産
者
組
合
（
備
長
炭

商
品
販
売
、
子
供
向
け
体
験

コ
ー
ナ
ー
）

　
お
か
げ
で
来
場
し
た
大
勢

の
皆
さ
ん
の
心
と
お
腹
は
大

満
足
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

「備長炭わいわい体験コーナー
（森林組合・備長炭生産者組
合）」で、子どもたちが炭風鈴
作り、炭琴作り、竹馬作りを体
験しました

活きの良い鮮魚があっという
間に売れました（漁協女性部）

この日のためにＴシャツ＆帽子
を作り、販売（青年クラブ・梅
郷クラブ）

各地の農産物を超安値で販売
（農協青年部）

臨時出張郵便局、バルーン
アート（南部郵便局）

おいしい豚汁はいかがですか
（商工会女性部）

「
あ
っ
、
こ
れ
い
い
な
〜
、
安
い

し
買
っ
と
こ
」
珍
品
、
良
品
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
（
社
協
）

暑いときには、かき氷が一
番！（農協女性部）

お昼ご飯にカレー、炊き込み
ご飯（なかよし作業所）

おやつにあま～い綿菓子どう
ですか（すまいる作業所）

ジャンボふわふわ「ゴールデ
ンハムちゃん」に子どもの行
列ができました 「梅干川柳の発表」良い作品ばか

りでした

ぎ
っ
し
り
満
車
の
駐
車
場
。

駐
車
場
の
担
当
者
は
整
理

に
汗
だ
く
で
し
た
。

こ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
指

定
ご
み
袋
制
度
。
会
場
の

ご
み
も
き
ち
ん
と
分
別
し

ま
し
た
。

4444455555



歳入合計
54億2,122万
1千円

依存財源
41億2,981万7千円

(76.3%)

自主財源
12億9,140万4千円

(23.7%)

 国庫支出金
5億1,869万7千円

(9.6%)

 県支出金
8億4,708万円
(15.6%)

 町債
10億3,430万円
(19.1%)

 地方交付税

15億4,629万7千円
(28.5%)

繰入金
1億2,763万円(2.4%)

町税
4億7,002万7千円

(8.7%)

諸収入
5億2,288万7千円

(9.6%)

分担金及び負担金　1億1,405万7千円(2.0%)
使用料及び手数料　     3,695万4千円(0.6%)
財産収入　　　　　　　　　1,964万9千円(0.4%)
寄付金　　　　　　　　　　　　 20万円

地方譲与税　　　　　　　   7,846万6千円(1.4%)
地方消費税交付金　　　　5,521万1千円(1.0%)
自動車取得税交付金　　 2,811万4千円(0.5%)
利子割交付金　　　　　　　1,482万5千円(0.3%)
株式等譲渡所得割交付金　373万7千円(0.1%)
配当割交付金　　　　　　　   188万3千円
交通安全対策特別交付金　120万7千円

歳出合計
50億5,196万
3千円

教育費
3億141万9千円

(6.0%)

災害復旧費
1億7,192万1千円

(3.4%)

衛生費
3億6,872万9千円

(7.3%)

土木費
3億8,987万4千円

(7.8%)

民生費
6億2,644万1千円

(12.3%)

公債費
8億5,746万8千円

(17.0%)

総務費
9億2,862万4千円

(18.4%)

農林水産業費
11億6,293万1千円

(23.0%)

商工費　1億3,015万9千円(2.5%)
消防費　7,636万1千円(1.5%)
議会費　3,803万6千円(0.8%)

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ 広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ77777 66666

町税
4億7,002万
7千円

たばこ税
4,137万9千円
(8.8%)

入湯税
1,415万1千円
(2.4%)

軽自動車税
82万3千円(0.2%)

固定資産税
1億8,290万1千円

(38.9%)

町民税
2億3,077万3千円

(49.1%)

　
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
た
、
新
町
の
平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。こ
れ
は
昨
年
10
月
１
日
、新
町
に
な
っ
て
初
め
て
の
決
算
で
す
。

　
町
の
財
政
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
生
活
の
向
上
や
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
算
は
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
ど
れ
だ
け
収
入
を
得

た
か
、
ま
た
そ
の
収
入
を
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
54
億
２
１
２
２
万
１
千
円
で
、
町
税
や
諸
収
入
等
な
ど
が
自
分
で
ま
か
な

え
る
自
主
財
源
が
23
・
７
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債
、
県
支
出
金
、
国
庫
支
出
金
な
ど
国

や
県
な
ど
か
ら
入
っ
て
く
る
依
存
財
源
が
全
体
の
76
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
合
計
は
50
億
５
１
９
６
万
３
千

円
で
、
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

整
備
事
業
費
、
老
人
福
祉
費
、
保
険
医

療
費
、
日
本
一
う
め
産
地
支
援
事
業
補

助
金
、
南
紀
用
水
事
業
費
、
道
路
新
設

改
良
費
、
現
年
発
生
水
産
施
設
災
害
復

旧
費
、
田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
、
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
区
域
農

用
地
総
合
整
備
事
業
負
担
金
な
ど
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

町税は町の大切な財源です。これからも、納税に
ご協力よろしくお願いします。

　　　 会　計　名
一　般　会　計
特　別　会　計
　国民健康保険
　老人保健
　介護保険
　住宅新築資金等貸付事業
　鶴の湯
　農業集落排水事業
　公共下水道事業
　簡易水道事業
　　水道事業
　　 総　　合　　計

　　 歳入決算額
54億 2,122万 1千円
32億 6,093万 5千円
 8億 8,086万 1千円
 6億 3,977万 1千円
   5億 764万 4千円
　　 5,415万 1千円
　　 6,701万 2千円
 6億 6,862万 2千円
 3億 1,355万 7千円
 　　5,730万 8千円
     7,201万円
87億 5,416万 8千円

　　 歳出決算額
50億 5,196万 3千円
30億 9,046万 4千円
 7億 6,519万 3千円
 6億 7,966万 7千円
 4億 7,715万 1千円
     1,937万 3千円
     6,529万 8千円
 6億 6,505万 3千円
 2億 9,970万 5千円
　　 5,029万 7千円
     6,872万 8千円
82億 1,115万 5千円

  17年度へ繰越
  1,165万 6千円
    256万 7千円
　

　  256万 7千円

　1,422万 3千円

　  実質収支額
3億5,760万2千円
1億6,790万4千円
1億1,566万8千円
　△3,989万6千円
　　3,049万3千円
    3,477万8千円
      171万4千円
      100万2千円
　　1,385万2千円
　    701万1千円
　　  328万2千円
5億2,878万8千円

町
税
町
税
町
税
町
税
町
税
：
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど
み
な
さ
ん
か
ら

　
納
め
て
い
た
だ
く
お
金

諸
収
入

諸
収
入

諸
収
入

諸
収
入

諸
収
入
：
旧
町
村
の
剰
余
金
、
貸
付
金
の
返
済
収
入
や
預
金
利
息
等

繰
入
金

繰
入
金

繰
入
金

繰
入
金

繰
入
金
：
各
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
及
び
手
数
料
：
公
営
住
宅
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
、住
民
票
の
発

　
行
な
ど
の
手
数
料

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税
：
市
町
村
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う

　
に
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

町
債
町
債
町
債
町
債
町
債
：
財
政
収
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る

　
お
金

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金
：
特
定
の
使
用
目
的
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
金
等

県
支
出
金

県
支
出
金

県
支
出
金

県
支
出
金

県
支
出
金
：
特
定
の
使
用
目
的
に
対
す
る
県
か
ら
の
補
助
金
等

　
歳
　
入

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
入

※下記の総括表にある、実質収支実質収支実質収支実質収支実質収支
額額額額額とは、歳入決算額から歳出決算
額を差し引き、翌年度に繰り越さ
れた事業のための財源を除いた金
額です。
※また、老人保健特別会計の実質
収支額がマイナスになっています
が、これは平成16年度に入ってく
るはずだった収入が入っていない
からです。この収入は翌年度精算
になり、最終的にはプラスマイナ
スゼロになりますので赤字という
わけではありません。

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費
・
：
農
林
水
産
業
の
振
興
を
は

　
か
る
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

　
事
業
費

総
務
費

総
務
費

総
務
費

総
務
費

総
務
費
：
町
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
な
ど

　
に
要
し
た
経
費
や
合
併
経
費
、
携
帯
鉄
塔
設

　
置
、
選
挙
な
ど
に
要
し
た
事
業
費

公
債
費

公
債
費

公
債
費

公
債
費

公
債
費
：
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済
の
た
め
の

　
経
費
（
元
金
利
子
）

民
生
費

民
生
費

民
生
費

民
生
費

民
生
費
：
障
が
い
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
福

　
祉
の
充
実
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
の
事

　
業
費

土
木
費

土
木
費

土
木
費

土
木
費

土
木
費
：
道
路
や
橋
、
河
川
な
ど
の
整
備
・
管
理

　
に
要
し
た
経
費

衛
生
費

衛
生
費

衛
生
費

衛
生
費

衛
生
費
：
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る

　
た
め
の
保
健
、
医
療
、
環
境
な
ど
の
事
業
費

教
育
費

教
育
費

教
育
費

教
育
費

教
育
費
：
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
充

　
実
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め

　
の
事
業
費

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費
：
道
路
や
河
川
・
農
地
な
ど
の
災

　
害
復
旧
の
た
め
の
経
費

歳
　
出

歳
　
出

歳
　
出

歳
　
出

歳
　
出



い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
に
、
大
野
征

生
さ
ん(

66)(

東
本
庄)

を
任
命
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た(

任

期
は
４
年)

。
大
野
さ
ん
は
２
期

目
で
す
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設

(

そ
の
一)

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ 広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ99999 88888

●
平
成
16
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
16
年
度
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も

そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
く

わ
し
く
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
町
は
今
年
４
月
か
ら
職
員
１
人

を
紀
南
地
域
廃
棄
物
処
理
促
進
協

議
会(

田
辺
市)

へ
出
向
さ
せ
て
い

ま
す
が
、
７
月
１
日(

金)

、
同
協

議
会
が
「
紀
南
環
境
整
備
公
社
」

と
し
て
財
団
法
人
化
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
同
公
社
名
を
条
例

に
追
加
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
職
員
は
引
き
続
き

同
公
社
へ
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

２
５
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総

額
85
億
１
５
６
２
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
度
繰
越
金
で
す
。

歳
出
は
指
定
ご
み
袋
制
度
導
入
に

伴
う
諸
経
費(
環
境
衛
生
費)

で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

４
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
85

億
２
９
６
２
万
８
千
円
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
県
支
出
金
、
歳
出
は

９
月
11
日(

日)

に
行
わ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う
経

費
で
す
。

〔
以
上
、
◆
印
の
３
承
認
は
、

緊
急
を
要
し
た
た
め
、
議
会

へ
上
程
す
る
前
に
町
長
の
権

限
で
決
定
さ
れ
た
専
決
処
分

で
す
〕

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
10
月
１
日(

土)

か
ら
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
・
晩
稲
熊
岡
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
供
用
を
開
始
す
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
同
セ
ン
タ
ー

名
を
追
加
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
平
成
17
年
第
３
回
定
例
町
議
会(

９
月
議
会)

が
９
月
13
日(

火)

か
ら
27
日(

火)

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た

(

会
期
は
15
日
間)

。
こ
の
定
例
会
で
は
、
新
町
に
な
っ
て
か
ら
の
平
成
16
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

辺
地
に
か
か
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
第
３
回
定
例
町
議
会

辺
地
に
か
か
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
な
ど
を
可
決

つ
い
て

　
条
例
の
条
文
の
一
部
改
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
と
こ
れ
に
伴

う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

■
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

■
県
町
村
議
会
議
員
等
公
務
災
害

補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
と
こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
右
の
３
規
約
に
つ
い
て
、
県
内

で
市
町
村
合
併
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の

変
更
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
辺
地
に
か
か
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
、
交
通

な
ど
が
不
便

な
辺
地
地
域

で
の
町
道
や

農
道
林
道
、
電

気
通
信
施
設

の
整
備
計
画

を
策
定
す
る

こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に

項　　目
総 務 費

民 生 費

衛 生 費
農林水産業費

商 工 費
土 木 費

教 育 費

災害復旧費

歳出合計

補 正 額
1,429万 3千円

2,396万 7千円

761万円
1,935万 3千円

1,500万円
469万 8千円

2億4,052万 5千円

1億4,483万 7千円

4億7,028万 3千円

主　　な　　内　　容
テレビ和歌山デジタル化出資金  291万 6千円
生涯学習推進基金積立金  997万 5千円　ほか
シルバー人材センターへ助成金  200万円
介護保険低所得利用者負担対策事業費  474万 5千円
介護保険特別会計へ繰出  1,370万 8千円　ほか
生ごみ処理機設置補助金  600万円　ほか
下谷水路改良工事請負費  1,484万 7千円
岩代漁港整地浚渫工事請負費  110万円　ほか
観光施設整備事業工事請負費  1,140万円　ほか
町道維持補修工事請負費  300万円
町営住宅修繕料  250万円　ほか
高城中学校運動場フェンス嵩上げ工事請負費  304万円
生涯学習センター改修工事請負費  2億 2,690万円　ほか
農林水産施設・現年発生災害復旧工事請負費  7,760万円
公共土木施設・現年発生災害復旧工事請負費  6,100万円  ほか

よ
り
、
整
備
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
、
国
な
ど
か
ら
有
利
な
辺
地

対
策
事
業
債
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
計
画
対
象
と
な
る
辺
地
は

次
の
通
り
で
す
。

　
高
野
・
滝
西
、
東
神
野
川
・
島

之
瀬
、
名
之
内
、
東
本
庄
受
領
、
東

岩
代
久
木
、
西
岩
代
戸
仲

〔
注 

 

い
わ
ゆ
る
字
名
と
、
辺
地

名
と
は
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〕

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
４

億
７
０
２
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
89
億
９
９
９
１
万
１
千
円
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
国
庫
支
出
金
２
０
９
０

万
１
千
円
、
県
支
出
金
６
５
２
７

万
６
千
円
、
寄
附
金
１
１
１
７
万

５
千
円
、
前
年
度
繰
越
金
１
億
１

９
８
８
万
１
千
円
、
町
債
２
億
４

１
３
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
左
ペ
ー
ジ
上
の
表
の
通

り
で
す
。
な
お
、
指
定
ご
み
袋
制
度

導
入
に
伴
い
、
各
公
共
施
設
の
ご

み
収
集
運
搬
委
託
料(

10
月
〜
３

月
分)

と
し
て
、合
計
１
２
５
万
１

　9月28日(水)に竣工式が行わ
れ、10月1日(土)から供用を開始し
ました(写真右は竣工式で処理装置
の稼働スイッチを押す山田町長)。
同センターの計画処理人口は1660
人で、1日に448立方メートルの汚
水を処理することができます。

千
円
が
各
項
目
に
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２

３
７
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
10
億
５
５
２
３
万
９
千
円
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
国
庫
支
出
金
１
８
５
万

１
千
円
、
支
払
基
金
交
付
金
２
２

６
万
５
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
１
８
７
１
万
８
千
円
な
ど

で
す
。

　
歳
出
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
事

務
処
理
シ
ス
テ
ム
費
用
８
５
０
万

６
千
円
、
償
還
金
５
９
１
万
７
千

円
な
ど
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）　
　
　
　
　

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
４

７
５
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
６

億
３
７
４
６
万
９
千
円
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
国
庫
支
出
金
２
０
０
０

万
円
、町
債
２
７
５
０
万
円
で
す
。

歳
出
は
管
路
施
設
等
工
事
に
伴
う

経
費
で
す
。

■
財
団
法
人
み
な
べ
町
開
発
公
社

の
平
成
16
年
度
事
業
報
告
と
決
算

報
告
、
平
成
17
年
度
事
業
計
画
と

予
算
報
告

　
同
公
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

大野征生さん

　国などからの起債(借
金)ですが、元利償還に
必要な経費(返済金)の
80％が地方交付税に算
入されます。つまり国が
返済金の80％を負担し
てくれます。

　
同
工
事
請
負
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
に
よ
り
、
株
式
会
社
片

家
土
木(
滝)

と
８
２
３
２
万
円
で

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設

(

そ
の
二)

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
同
工
事
請
負
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
に
よ
り
、
紀
乃
国
建
設

株
式
会
社(

木
ノ
川)

と
８
７
１
５

万
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

海岸地域防災計画調査研究協議会を設置

　町は10月20日(木)、高潮や津波などの被害から海岸地域を
守る防災計画を策定するため、地域の区長さん、消防団や漁
協関係者、学識経験者などで構成された海岸地域防災計画調
査研究協議会(会長 長坂良一・東岩代区長)を設置し、初会
合を開催しました。会は今後、本年度中に「現実味のある計
画」(山田町長)を策定するため検討を重ねます。
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指
定
ご
み
袋
制
度

　
町
が
回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
和
歌
山
市
内
の
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
へ
運
び
入
れ
ま
す
。
企
業

は
そ
れ
を
高
温
で
燃
や
し
、
そ
の

時
発
す
る
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
し
ま
す
。
今
ま
で
た
だ
燃

や
す
だ
け
だ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
な
る

わ
け
で
す
。

　
10
月
に
回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
多
く
の
方
が
き
ち
ん
と

分
別
し
て
く
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん

の
ご
み
処
理
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
た
だ
、
見
た
目
は
き
れ
い
な
の

で
す
が
、袋
を
開
け
て
み
る
と
、き

れ
い
に
洗
わ
れ
て
い
な
い
カ
ッ
プ

麺
な
ど
の
容
器
、
中
身
が
残
っ
た

お
弁
当
の
パ
ッ
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
紙
類
、
空
き
缶
な
ど
が
混

じ
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
す
。
何
故
か
使
用
済

み
の
紙
お
む
つ
ま
で
少
な
か
ら
ず

混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
分
別
が
で
き
て
い

な
い
も
の
は
も
ち
ろ
ん
困
り
ま

す
。
も
っ
と
困
る
の
は
そ
れ
に

よ
っ
て
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
回
収
し
て
す
ぐ

燃
や
す
の
で
は
な
く
一
定
期
間
保

管
し
て
お
く
た
め
、
周
囲
に
悪
臭

が
も
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ

　10月１日(土)からスタートした町指定袋によるごみ収集。早くも１か月た
ちましたが、大きな混乱もなく収集できています。これも町民の皆さんのご
理解とご協力のおかげです。
　スタートの前後は、役場環境課へ様々な問い合わせの電話がひっきりなし
にかかり対応に追われました。しかし、これは皆さんが「ちゃんと分別しな
ければ」と考えてくださってのことと深く感謝しています。

(写真上から) 洗っていない
カップ麺の容器、中身が
残ったままの弁当のパック、
ペットボトルやゼリー状健

康食品の容器

　食品などが入っていた容
器はきれいに洗って乾かし
てから、指定袋へ入れてく
ださい。(濡れたままだとカ
ビが発生しやすくなります)

　ペットボトルのふたとラ
ベルはプラスチックごみで

すが、本体は(きれいにすすいでから)拠点回収の
かごへ入れてください。

　ゼリー状健康食品の容器、それからマヨネーズ
やケチャップの容器などに類似し、洗う手間がか
かる割にきれいになりにくく、保管している間に
悪臭やカビが発生する恐れのあるものは、燃やす
ごみ用指定袋で出してください。
（例）　◎ラップ類　◎歯磨きチューブや、わさび
などのチューブ式容器のもの　◎プラ表示のある

　店頭に置かれたジュースなどの自動販売機専用のか
ごに、家庭から出た空き缶や空きビン、ひどくなると
燃やすごみが捨てられているそうです。それらは、お
店が分別をし、その処理費用を負担せねばなりません。
そんな「自分さえ得だったら、他人が損をするのは知
らないよ」という行為は、節約とは言いませんよね。

×
　野焼きは、一部の例外を除き、法律で禁止されてい
ます。ドラム缶焼却、ブロック積焼却、穴を掘っての
焼却も野焼きと同じです。物を焼くと、必ず煙が出ま
す。特にプラスチック系の物を焼くと、有害物質が煙
となって空気を汚す原因になります。また、焼け残っ
た灰にも有害物質が含まれている可能性があります。

　一升(1.8リットル)ビンやビールビン
などはお店で引き取ってもらえますが、
最近、きれいにラベルをはがして持って
くる方が結構いるそうです。
　お店によると、ラベルをはがされる
と、中に何が入っていたか分からなくな
る(特に一升ビン)ので、そのまま持って
きてくださいとのことです。

▲  ゆったり座れるソ
ファーや、マッサージ
機も各種取りそろえて
います。キッズコー
ナーには遊具や絵本を
置いています。

▲  ふれ愛センター(東本庄)の「ふれ愛ホー
ル」でも、皆さんゆったり過ごしています

(はあと館は元・旧町保健
福祉センターです)

の
た
め
い
っ
た
ん
悪
臭
が
発
生
し

て
し
ま
う
と
、
企
業
に
引
き
取
っ

て
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
態
に
町
は
急
ぎ
、
回
収

し
て
き
た
袋
を
ご
み
焼
却
場
で
一

つ
一
つ
点
検
を
し
て
選
り
分
け
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎

回
大
量
に
運
び
込
ま
れ
る
の
で
作

業
が
追
い
つ
か
ず
、
焼
却
場
の
職

員
は
疲
れ
き
っ
て
い
ま
す
。

　
町
は
対
策
と
し
て
、『
き
ち
ん

と
分
別
処
理
が
で
き
て
い
な
い
袋

は
回
収
し
な
い
』
と
い
う
こ
と
を

徹
底
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
き
ち
ん
と
分
別
し
、
き
れ

い
に
し
て
出
し
て
く
れ
る
と
、
す

べ
て
の
袋
を
回
収
で
き
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
焼
却
場
で
選
り
分
け
る
手

間
も
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
早
く
そ
う
な
り
ま
す

よ
う
、
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
１
〜
４
火
曜
日
、

回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
ご
み
焼
却
場

へ
運
び
込
み
、
１
袋
ず

つ
点
検
し
て
い
ま
す
。

　この日収集されたプラ
スチックごみは回収車10
車分。点検作業は10時間
を超えました。小さい袋に入った調味料類(醤油・

ソース・たれ・スープ・油脂など)
◎カレー・ソース・たれなどが付着
したレトルト食品や冷凍食品の袋
◎みそ汁やスープなどのインスタ
ント食品のみそなどが入った袋　
◎クリーム・バター・ソース・たれ
などが付着したプラスチック容器
や包装など

「このごみは何？」、
　困った時には『ごみ辞典』！
 (９月に各家庭へお届けしています)

　プラスチック類として分
別したごみは出す前に再度点検し、
悪臭やカビの発生がないことを確
認してから、出していただければ
大変ありがたいです。

■ごみに関するお問い合わせは
　　役場環境課(℡72-3111)へ
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　「
子
ど
も
た
ち
の
の
び
の
び
と
し
た
発
想
を
引
き
出
そ
う
」。

今
夏
、
第
12
回
発
明
発
見
創
意
く
ふ
う
展
と
第
11
回
未
来
の

科
学
の
夢
絵
画
展
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。
両
展
は
旧
南
部
川
村
が
毎
年
開
催
し
て
い

た
も
の
で
、
新
町
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
展
の

最
優
秀
で
あ
る
「
前
芝
賞
」
は
大
川(

清
川)

出
身
の
発
明
家
、

前
芝
宗
三
郎
さ
ん(

福
岡
県
在
住)

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　
な
お
、
応
募
作
品
の
総
数
は
く
ふ
う
展
77
点
、
絵
画
展
33

点
で
、
９
月
23
日(

金)

か
ら
25
日(

日)

ま
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー(

谷
口)

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
両
展
の
入
賞

作
品
と
作
者
を
紹
介
し
ま
す
。

西山純世さん

(上南部中２年)

(南部小３年)

(南部中２年)

(清川小３年)

(南部中２年)

(清川小６年)

(南部小５年)

(清川小４年)

(

南
部
小
５
年)

汐﨑啓子さん

(岩代小３年)

(上南部小１年)

  (上南部小３年)

(上南部小５年)
(上南部小３年)

(南部小６年)

(

高
城
小
６
年)

(

高
城
中
３
年)

(南部小１年)

(上南部中３年)

(上南部小５年)

(

清
川
小
６
年)

(

高
城
中
３
年)

(

上
南
部
小
５
年)

　「
う
れ
し
い
な
。ア
イ
デ
ア
は
お

母
さ
ん
が
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま

し
た
。中
に
何
を
入
れ
る
か
、い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
迷
っ
て
ま
す
」

　
西
山
さ
ん
は
絵
画
展
で
３
年
連

続
、
前
芝
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
好
き
な
絵
を
楽
し
く
描
い
て

た
ら
『
え
、
３
年
連
続
？
』
と
い

う
感
じ
で
す
。
こ
の
絵
は
、
構
想

か
ら
で
き
あ
が
る
ま
で
２
週
間
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
し
た
」

「こんなのよく考えついたね」、展示中、
たくさんの人が観覧に訪れました。
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　９月22日(木)、ふれ愛センターで、みなべ町農業振興協議会が女性農業者を対象
にした「梅」セミナーの開校式を開き、「梅栽培を勉強したい」と106人が出席しま
した。　

　最初に西定吉会長が「農業技術だけでな
く、仲間づくりにも役立ててほしい」とあ
いさつし、また、山田町長も「女性の皆さんに農業の技術を学んでも
らうことで梅産地の大きな戦力となる」と激励しました。
　受講生は講師の南部高校教諭・谷口和久さんから、梅の生理特性な
どについての話を聞き、結実に至る受粉の仕組みなどを学びました。
　セミナーは本年度４回予定しており、第２回は10月12日(水)・13
日(木)の２日間、現地実習として、町内３ヵ所でせん定講習会が行わ
れました。

　10月 10日(月)、南部小学校体育館で、みなべ町誕生１周年記念行事（みなべ町を全国発信）として、テレビ和歌
山の人気番組『開運！なんでも鑑定団』の人気コーナー、「出張！なんでも鑑定団」の公開収録が行われました。

　10月７日(金)、ＮＨＫラジオ第１放送の「旅す
るラジオ、こんにちわ！80(はちまる)ちゃんです」
がみなべ町を訪れ、うめ振興館から生放送を行い
ました。
　紀州みなべ梅干生産者協議会の硲恭弘会長（熊
岡）、みなべ梅郷クラブの藤川雅史会長（埴田）、備
長炭生産者の勝股文夫さん（大川）、梅料理研究会
の岩本直子さん（西本庄）、南部町漁協女性部の鈴
木千津子部長（堺）らが出演し、それぞれみなべ
の梅、備長炭、魚をアピールしました。また、みなべ炭琴クラブが「ふるさと」を演奏し、
電波を通じて備長炭から出るアルファ波も発信しました。

　町は県から介護予防モデル事業の指定を受け、今年８月
から、老人憩の家二子の里で介護予防デイサービスを実施
しています。このサービスは、送迎、食事、入浴の提供サー
ビスに加え、参加者が自ら積極的に「介護予防」に取り組む
意欲を高めて、普段の日常生活に「実践可能な介護予防運
動」を取り入れてもらうことを目的に来年３月まで試行的
に実施します。
　参加者は準備体操として首を回したり手足をほぐしたり
して、音楽に合わせてゆっくりストレッチをしました。それ
から、いすを使って本格的な筋力トレーニングにチャレン
ジしています。

　
10
月
９
日(

日)

、
須
賀
神
社
、
東
西
岩
代
八
幡
神
社
で
、
10
月
16

日(

日)

、
鹿
島
神
社
で
秋
祭
り
が
催
さ
れ
、
大
勢
の
見
物
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
前
日
は
雨
天
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
行
い
の
良
さ
の
賜(

た
ま
も
の)

か
、
当

日
は
祭
り
び
よ
り
で
し
た
。

須
賀
神
社
の
馬
駆
け

東
岩
代
八
幡
神
社
の
子
踊
り

芝
崎
の
ふ
と
ん
太
鼓
が
３
年
ぶ
り
、

南
道
の
奴
行
列
が
２
年
ぶ
り
に
登
場

(

鹿
島
神
社)

西
岩
代
八
幡
神
社
の
獅
子
舞

　９月24日(土)、「みなべ百年の森」第１回
ワークショップが、講師に和歌山大学システ
ム工学部の養父志乃夫教授を招いて開かれ、
26名が参加しました。
　参加者らは、三里ヶ峰（東神野川）が現在
どういう状態なのかを見学したあと、高城公
民館に移動し、４班に分かれ今後の森づくり
（再生方法）について話し合いました。
　養父教授は「自然の力で森が再生するよう
な方法を考えてはどうか」、各班からは「土
の状態が悪く、植物が育ちにくいので、部分的に盛り土をして植物が育ちやすい環境にし
ては」など様々な意見がでました。

　県内の146人から246点の応募があり、テレビ局の審査をパス
した６人が出演しました。残念ながら町内の人はいませんでした
が、司会の松尾伴内さん、アシスタントの青木直子さん、鑑定士
の中島誠之助さん、田中大さんが登場。お宝が本人評価額より高
額の品もあり、来場した約900人を沸かせました。
　この日の様子は11月22日(火)午後８時54分から９時54分ま
でテレビ和歌山で放送される予定です。

三里ヶ峰はバブル期に、民間業者がサーキット
場を建設しようとしましたが、その後中断し、
昨年９月に町（旧南部川村）が買い取りました。
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　10月２日(日)、南部中学校吹奏楽部が同校体育館で毎
年恒例のファミリーコンサートを開き、約200人の来場
者が演奏を楽しみました。
　今回は３部編成で、第１部ではドリフターズの「ヒゲ
ダンス」をまねて会場の笑いを誘ったり、第２部では町
ジュニアバンドや卒業生による友情演奏、第３部では県
吹奏楽コンクールで銀賞を受賞した「東洋的狂詩曲」な
どを演奏、最後にアニメ・メドレー、「ハウルの動く城」
のテーマソングなどを見事に奏でました。

　10月11日(火)～13日(木)、東岩代集落センターで岩代小学校５、６年生16
人が通学合宿を行いました。子どもたちは、地域の皆さんの助けをかりなが
ら、食事作り、掃除、洗濯などの基本的な家事を協力して行うなど、３日間の
共同生活を楽しみました。
　また、10月15日(土)は岩代小学校の開校130周年。前日の14日(金)、記念
講演会が同校多目的ホールで行われました。
　講師の長坂良一さん（東岩代）は、「岩代は素晴らしいところだから、将来、
町外へ出ても、この土地を誇りに思って生きていくことが大事」「子どもの時
は何でも積極的に取り組み、強くなろう」と昔の経験を思い出しながら、子ど
もたちに語りかけました。
　最後に、長坂さんの子どものころの遊び（ビー玉、紙風船、けん玉、竹とん
ぼなど）をみんなで楽しみました。

　運動会シーズン後半は、天候が不安定で
した。夏のような暑い日もあれば、風の強
い日もありました。雨天のため延期したり、
屋内で実施したりするところもありました。
　写真の運動会のほか、上南部保・高城保・
清川保・愛之園保の運動会、高城小・中合
同運動会も無事に終わりました。

拾って、入れて、「ハイ、ばんざい！」
お母さんがかごの高さまで抱っこ
してあげました（南部保育所）

女
子
児
童
に
よ
る
ダ
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、
み

ん
な
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き
が
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（
南
部
小
学
校
）
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り
ゲ
ー
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）

「自分のことは自分でやるというこ
とが分かった。来年からも続けてほ
しいです」



上南部分館・子ども向け
●クッキーのおうさま そら
をとぶ(竹下文子)●ことりを
すきになった山(E･ｶｰﾙ)●こ
んにちはアグネス先生(K･ﾋﾙ)

ゆめよみ館・子ども向け
●ひこうじょうのじどうしゃ
(山本忠敬)●オンネリとアン
ネリのおうち(ﾏﾘﾔｯﾀ･ｸﾚﾝﾆｴﾐ)
●人形の旅立ち(長谷川摂子)
●真実の種、うその種 ドーム
郡シリーズ３(芝田勝茂)●若
い兵士のとき(ﾘﾋﾀｰ)●ハチミ
ツドロップス(草野たき)●レ
イチェル 海と自然を愛した
レイチェル・カーソンの物語
(ｴｲﾐｰ･ｴｱﾘｸ)●被爆者 60年目
のことば(会田法行)●フェル
メールとレンブラント(おは
なし名画シリーズ)●おしゃ
れ＆プチ整形 10代のフィジカ
ルヘルス②(岡村理栄子・金子
由美子)　

●月とよしきり(津本陽)●憑
神(つきがみ)(浅田次郎)●い
ろんな気持ちが本当の気持ち
(長嶋有)●ノアの箱船(ﾃﾞｲ
ｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾒｲﾝ)●青春18きっぷ
パーフェクト・ガイド2005-
2006(神戸寧彦)●過保護なく
して親離れはない(河合隼雄)
●地震から子どもを守る 50
の方法(国崎信江)●家で看取
るということ(川越厚・川越
博美)●ナチュラルなお菓子
(信太康代)●日本のメダカを
飼おう！(片根得光)

 1日(火) 休館(10月末整理日)
 3日(木) 文化の日・特別開館
 5日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
 7日(月) 休館
12日(土) おはなし会(14:00～)
14日(月) 休館
19日(土) おはなし会(14:00～)
21日(月) 休館
23日(水) 休館(勤労感謝の日)
26日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
28日(月) 休館
30日(水) 休館(11月末整理日)

　春、夏、秋、冬、それぞれ
の季節に、虫たちが「まって
る まってる」。何を待ってい
るのかな？小さな生き物の世
界を描くなら、この人！近藤
薫美子さんの新しい絵本で
す。細かく細かく描きこまれ
た生命力あふれる世界をお楽
しみください。

椎
名
　
誠(

新
潮
社)

　所変われば食も変わる。有
明海のイソギンチャクや石垣
島のエラブーなど、日本各地
で食べられている珍しいもの、
変わったものを食べて論じた
楽しいエッセイ。私たちには
おなじみのウツボやカメノテ
も登場します。

夜
間
中
学
の

　
　
　
在
日
外
国
人

上南部分館・大人向け
●愛憎版 佐賀のがばいばあ
ちゃん(島田洋七)●図書館の
神様(瀬尾まいこ)●おしゃれ
なインドアグリーン

　尼崎市の夜間中学生と出会
い、10年間通って生徒たちと
心を通わせた著者が、彼らへ
の愛情と敬意を込めてシャッ
ターを押した。在日朝鮮人、
中国残留孤児、難民認定され
たアジアの人々、戦時中、学
校へ行けなかった日本人。
様々な立場の人たちが、仕事
を終えてから学んでいる真剣
な表情は、学校へ行けること
が当たり前の我々に、多くの
ことを語りかける。親子で見
たい写真集。

ゆめよみ館・大人向け
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全
日
本

食
え
ば
食
え
る
図
鑑

(

商
工
会
館
南
部
川
分
所
内) 

　11月3日(木)(文化の日)～10日(木)、“くらしを見直そう”を
テーマにブックフェア(本の展示)を開催します。今は物が
豊富で、いつでも手に入る便利な時代ですが、心も体も豊
かなくらしとはどういうものでしょうか。ちょっと自分の
生活を振り返って考えてみる、そんなお手伝いができる本
を紹介します。場所は１階の展示コーナーです。展示中の
本も借りられます。ぜひご覧ください。

　
11
月
か
ら
、
ゆ
め
よ
み
館
の
本
を
清
川
分
室(

公
民
館
内)

、
高
城
分
室

(

同)

、
岩
代
分
室(

同)

へ
団
体
配
本
し
ま
す
。
各
分
室
の
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
る
方
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
１
０
０
冊
ぐ
ら
い
の
本
を
配
本
し
ま

す
。
本
は
１
か
月
ほ
ど
で
入
れ
替
え
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。「
こ
ん
な
本
、
読
み
た
い
」
リ
ク
エ
ス
ト
も
お
受
け
し
ま
す
。

これらは、ほん(本？)の一部です
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９月届出分・敬称略

(件)(9月30日現在)

共和東 203／260(78.1%)(前月比±0)
本郷　 104／129(80.6%)(前月比＋1)
共和西  24／ 77(31.2%)(前月比＋1)
西本庄 126／264(47.7%)(前月比＋5)

公共下水
573／約1,100

(52.1%)
(前月比＋33 )

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農 業 集 落 排 水
西岩代 108／ 128(84.4%)(前月比±0)
東岩代 138／ 180(76.7%)(前月比±0)
受領　  33／ 35(94.3%)(前月比±0)
　　

「おめでた」「おくやみ」とも了承を
いただいた方だけを掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

平成17 年９月末現在（前月比）

男
女
人口
世帯数

  7,096人
  7,750人
 14,846人
4,559世帯

１３人
１３人
８人

２５人

(－12人）
(－５人）
(－17人）
(－7世帯）

９月中の異動

　このほど市井川、永井正三さんのご家族が県から子育て大
賞・特別賞を贈られました。子育て大賞は今年初めて設けら
れ、県内から候補として67家族が地域の民生児童委員さん
によって推薦されました。そのうち大賞が3家族、特別賞が
永井さんをはじめ12家族に贈られたものです。
　永井さんは「子どもたちはもちろん、家族がみんな健康に
過ごせるのが一番の幸せです」と話しています。

　このほ
ど和歌山

り入賞しました。(敬称略)
○土井啓三(南部小6年)＝5.6年生
共通80メートルハードル5位
○東尾大介(南部小 5 年)＝ 1500
メートル5年生の部3位 土井くん　  東尾くん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　10月20日(木)、前南部川村教育長
岩本明博さん(西本庄)が地方教育行
政功労者表彰(文部科学大臣表彰)を
受賞しました。
 岩本さんは、昭和61年に教育長に

就任以来18年 9か月間、学校教育、社会教育の発展に尽力
し、教育施設の整備、ふるさと教育の推進、教育文化振興会
の設立など、教育文化の向上に貢献しました。
　岩本さんは「大勢の皆さんに助けていただきながら多くの
仕事を成すことができました。受賞は皆さんのおかげと本当
に感謝しています。なかでもふるさとを愛する教育活動を評
価されて、平成13 年にふるさとづくり大賞(内閣総理大臣
賞)をいただいたことは一番の思い出です」と話しています。

市で開催された県小学生秋季陸上競技選手権大会
で、みなべアスレチッククラブのメンバーが次の通
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(旧南部町保健福祉センター)トレーニング教室

(ふれ愛センターで)
17日(木) 13:30～ 15:00

1919191919

　

乳 幼 児 健 診 (場所 ふれ愛センター)

事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

11月16日(水) 13:00～ 13:20３歳６か月児健診
(平成14年4・5月生まれ)

11月２日(水) 13:00～ 13:20４ か 月 児 健 診
(平成17年6・7月生まれ)

南部保育所(℡ 72-4520)   10日(木)10:00～ 11:00
高城保育所(℡ 75-2044)   11日(金) 9:30～ 11:00
上南部保育所(℡ 74-3022) 11日(金)10:00～ 11:00
清川保育所(℡ 76-2251)   11日(金)10:00～ 11:00

(問い合わせは、愛之園保育園 ℡72-2371へ)

予 防 接 種 (場所 ふれ愛センター)
事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

11月 11日(金) 13:00～ 13:30ポ リ オ 予 防 接 種
11月15日(火) 13:00～ 13:20

4日(金)・11日(金)・18日(金)・25日(金) 18:00～ 21:00

つれもておいでください！

11月９日(水) 13:00～ 13:20
２歳６か月児歯科健診
(平成15年4・5月生まれ)

11月 29日(火) 13:00～ 13:20１ ０ か 月 児 健 診
(平成16年12月・17年1月生まれ)

■対象　平成16年6月1日～17年5月24日生まれと、７
　歳半まででまだ接種を済ませていないお子さん。
　11日は２人の医師が担当しますので、お子さんの体調
　が良くお家の方の都合も良ければ、できるだけ11日に
　おいでください。
　対象のお子さんには、案内状(問診票同封)を郵送しています。

　過去の病気と思われがちな「結核」。し
かし、今年、緊急事態宣言が発令される
など患者は一向に減少しません。特に65
歳以上の高齢者は罹る可能性が大変高い
のです。「自分は安心」と過信せず、ぜ
ひ受診してください。また、肺がん検診は40歳以
上から受診できます。(受診は無料です)
　巡回場所や時間などはこの広報紙と一緒にお届け
したチラシをご覧ください。

◆ ◆

こうのとりセミナー(母親教室) (場所 ふれ愛センター)
事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

11月 10日(木) 14:00～ 15:30
妊娠中の過ごし方と
栄 養 指 導 、
赤ちゃんの扱い方 19:00～ 20:30

■対象　現在妊娠中で、平成17年10月末までに母子手
　帳を交付された方。お父さんもぜひご一緒においでく
　ださい。

11月７日(月) 14:00～ 15:30
妊娠中の過ごし方
赤ちゃんの扱い方

◆ ◆

　医療機関での基本健診(血液検査や心電図
検査など)は、あらかじめ受診希望をいただ
いた方が対象で、受診できるのは町内の医
療機関のみです。
　受診される方は、10月末ごろお届けした
問診票に必ず記入して医療機関へご持参く

ださい。なお、自己負担分として1,800円が必要で
す。 くわしくはふれ愛センターへ。

　今年度中に50歳になる方を対象に脳ドック検診
を実施します。対象の方には10月末ごろ案内状を
郵送していますのでご覧ください。

　小学校入学前のお子さんを持つ外国人のママさん、仲間
どうしワイワイとおしゃべりしませんか？(参加無料)
★とき　11月 13日(日)13:30～ 15:30 (託児ルーム有)
　　　　　　参加申込は11月 10日(木)まで、田辺保健所
　　　　　　嶋田さん(℡26-7933)へ。
★ところ　田辺保健所(田辺市朝日ヶ丘23-1)



車場、共和球場
●11月10日(木)　晩稲広場駐車場、
岩代集出荷場駐車場
●11月11日(金)　南部漁港、山内河
川公園駐車場
●11月12日(土)　役場第1庁舎駐車場
　なお、耕耘機、トラクターなどの
大型農機、テーラーなどの小型農
機、チェンソー、草刈機、動噴など
の農業用機械類、スチールパイプ、
草刈機の刃などの金属類は、今回
基本的に無料で引き取ります。た
だし、材質や大きさなどによって
有料になる場合もあります。

　廃食油回収、農業用機械類・金具
(金属)類回収とも、時間や場所な
ど、くわしくはこの広報紙と一緒
にお届けしたチラシをご覧くださ
い。(表と裏に印刷しています)

　毎年11月に行っていた旧町の一
斉清掃は、都合により、来年初めに
延期します。ご了承ください。

　皆さんご存じの通り、天ぷら油
の廃食油はそのまま流してしまう
と環境汚染を引き起こします。で
も、肥料や石けんに生まれ変わる
ことも、自動車の燃料としてリサ
イクルできることもご存じですね。
　町は、恒例の廃食油回収を11月
18日(金)午後５時～21日(日)午前
９時まで行います。どうぞご協力
をお願いします。
　なお、今年５月に行った回収では
約900 リットル集まりました(旧町約
700リットル、旧村約200リットル)。ご
協力ありがとうございました。

　町は、もう使えない農業用機械
類・金具(金属)類の回収を次の通
り行います。
●11月7日(月)　高城公民館、清川
球場
●11月9日(水)　西本庄区民会館駐

19191919192525252525

町の花 町の木

町の魚町の鳥

　　

　町は、生ごみの減量を目的に、家庭用生ごみ処理機の購入費の助成をして
いますが、大変問い合わせが多いため、９月の第３回議会定例会に助成金
600万円の増額補正を計上し可決されました。どうぞ皆さん、どしどし利用
してください。なお、10月から事業所も助成の対象になりました。
　助成額は購入費の３分の１以内(但し、家庭用の上限５万円、事業所用の
上限10万円)です。利用申し込みと問い合わせは、環境課へ。

約２０分の１の
重さになります

担当 環境課 ℡72-3111

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担当 環境課

担当 環境課

担当 環境課
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町 民 課
保 険 課
税 務 課
環 境 課
水 道 課
出 納 室
共通ＦＡＸ
総 務 課
商工水産課
企画管財課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
町民課窓口
う め 課
農 林 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
地籍調査課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課窓口
Ｆ Ａ Ｘ
下 水 道 課
Ｆ Ａ Ｘ
学校教育課
生涯学習課
共通ＦＡＸ
中央公民館
Ｆ Ａ Ｘ

住民会館(青少年センター)
高城公民館（高城支所）
清川公民館（清川支所）
南部公民館
南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館上南部分館
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 72-4141
℡ 75-2455
℡ 76-2250
℡ 72-1400
℡ 72-2127
℡ 72-1410
℡ 74-3334
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

72-2161
72-2544
72-2162
72-3111
72-3085
72-2596
72-3893
72-2015
72-1337
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-2400
74-3276
74-3275
74-3277
74-2367
74-3335
74-3347
74-3337
74-8013
72-5252
72-5610
72-3605
72-4187
74-2191
74-3134
74-3621
74-3334
74-2418

本 庁 舎

第２庁舎

はあと館

生涯学習
センター

１階

２階

１階

２階

１階

１階

２階

１階

庁　　　舎 所　　属 電話番号

浄化センター １階

（直通電話）

３階

(田辺市民総合センター敷地内)

役場への電話は、代表番号(72-
2015)へかけると転送する時間がかかり
ますので、できるだけ用事のある課の直
通番号へかけてください。

(第2庁舎隣)

(本庁舎隣)

担当 町民課 ℡72-2161・税務課℡72-2162

　このほど所得税法改正により、平成17年分の所得の申告から、国民年
金保険料を社会保険料として控除する場合、その納付を証明する書類を
添付することが義務づけられました。
　そのため、社会保険庁が、1月末～9月末まで納付した国民年金保険料
の額を証明する控除証明書(はがき)を11月上旬に送付します。
　年末調整や確定申告の手続きのとき、この証明書や領収証書が必要に
なりますので、大切に保管しておいてください。
　くわしくは、田辺社会保険事務所(℡24-0321)、役場町民課国民年金
係、または税務課へお問い合わせください。

　11月11日(金)～17日(木)は「税を
考える週間」です。御坊税務署では
無料相談所を次の通り開設します
ので、お気軽にご利用ください。
◎とき　11月11日(金)10:00～16:00
◎ところ　ロマンシティオークワ
(御坊市)
　また、今年も(社)御坊納税協会
が主催して、ポータブルＤＶＤプ
レーヤーなどが当たる「税金クイ
ズ」を11月1日(火)～18日(金)まで
実施します。
　応募用紙と応募箱は、役場第１
庁舎・第２庁舎の窓口、高城公民
館、清川公民館、図書館(ゆめよみ
館)に置いています。記入の上、投
函してください。または50円切手
を貼って郵送しても結構です。

　御坊税務署が年末調整説明会を
次の通り開きます。出席される方
は事前に送付する年末調整関係書
類をご持参ください。
●とき　12月1日(木)13:30～
●ところ　ＪＡみなべいなみ本所
３階会議室(気佐藤)

問合 御坊税務署 ℡0738-22-0695

　県内の最低賃金が４年ぶりに改
正され時間額649 円になりました
(これまでは645円)。この金額は今
年10月1日から適用されています。
　最低賃金は、常勤労働者だけで
なく、臨時雇い、パート、アルバイ
トなどすべての労働者に適用され
ます（鉄鋼業、百貨店・総合スー
パーには産業別最低賃金を適用）。
　くわしくは、御坊労働基準監督
署(℡0738-22-3571)へ。

　　パートタイムで働く方などを
対象にした労働ガイダンス「知っ
て得する法律・保険・税金の基礎知
識」が次のように行われます(個別
相談も受け付けてくれます)。興味
のある方はぜひご参加ください。
●とき　11月15日(火)13:30～
●ところ　御坊市公共職業安定所
(御坊市湯川町財部)
　　※定員30人　※受講料無料
　申し込みと問い合わせは、(財)21
世紀職業財団和歌山事務所(℡073-
475-1765)へ。

 問合 21世紀職業財団 ℡073-475-1765

 問合 御坊労働基準監督署 ℡0738-22-3571
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　来年度20歳になる新成人を祝福
する平成18年成人式を下記の通り
開催します。
　対象は、昭和60年4月2日～61年
4月1日生まれの皆さんです〔平成
13年3月(平成12年度)に中学校を
卒業〕。ぜひ出席して、同級生の交流
をより深めてください。
■とき　平成18年1月4日(水) (受
付開始12:30、開式13:00)
■ところ　紀州南部ロイヤルホテル

　成人式の式典の後、アトラクショ
ンを予定しています。生涯学習課は
このアトラクションの企画運営をし
てくれる新成人を募集しています。
「自分たちの手で、一生に一度だけ
の成人式をプロデュースしたろ
う！」という新成人、大勢参加して
ください。
　参加申し込みと問い合わせは、生
涯学習課へ。

※お茶席が６日 9時～16時、南部公民館で設けられます

　第１回みなべ町文化祭、「芸能まつり」と
「大展覧会」が左のように開催されます。
　みなべ町文化協会の皆さんが力を合わせ
て発表、展示しますので、つれもておいで
いただき、ともに楽しんでください。
　なお、大展覧会で展示されるのは次の通
りです。
●生涯学習センター→　写真、山野草、書
道、俳句、川柳、短歌、囲碁入門講座
●南部公民館→　生け花、編み物、パッチ
ワーク、古着リフォーム、籐かご、ハイキ
ング(パネル)、陶芸、ペーパーフラワー、絵
画、絵手紙、ちぎり絵、お茶席

担当 生涯学習課℡74-3134

　町の合併１周年記念行事の一環
として、「ＮＨＫジュニア野球教室
in みなべ町」が次の通り開催され
ます(主催 町・ＮＨＫ和歌山放送
局)
■とき　11月13日(日)昼 1時から
■ところ　共和球場(筋)(雨天のと
きは上南部小学校体育館)
■講師　
　　広澤克実さん
　　　(元阪神タイガース選手)
　　今中慎二さん
　　　(元中日ドラゴンズ 投手)
■参加　町内各少年野球チーム
　子どもたちが一生懸命あこがれ
の元プロ野球選手の熱血指導を受
けます。ぜひ応援に来てください。

担当 生涯学習課

　楽しみながら親睦を深めること
を目的に、第2回町内女子ソフトバ
レーボール大会が次の通り開催さ
れます(主催 町体育協会)。
　ご近所、お友達お誘い合わせて
お気軽にご参加ください。
■とき　11月17日(木)夜7時30分～
■ところ　上南部小学校体育館
■参加資格　町内に在住在勤の女
性(学生は不可)
■チーム編成　1 チーム6 人以上、
監督1人
■参加申込　11月14日(月)午後5時
までに、中央公民館(谷口)、または
清川、高城、南部、岩代の各公民館
(分館)へ。
■抽選　11月15日(火)夜 7時 30分
から、中央公民館で行います。チー
ムの代表者は必ず出席してくださ
い。
　くわしくは、生涯学習課へ。
　

担当 生涯学習課

■11月5日・6日13:30～15:00　
■生涯学習センター

2323232323
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このほど高城地区内、清川地区内
などで行われていた移動通信用鉄塔
(ＮＴＴドコモ携帯電話用鉄塔・基
地局)の建築工事がすべて完成しま
した。これにより、11月2日(水)か
ら次の地域がＮＴＴドコモ携帯電話
(FOMA)通信可能エリアとなります。
　東本庄・受領、熊瀬川、高野、市
井川、滝、島之瀬、東神野川、清川・
軽井川、同・木ノ川、同・大川
　(同・名之内は11月中に通信可能
　となる予定です)
　ただし、通信できるのはＮＴＴド
コモのFOMAプラスエリア機能を搭
載した機種のみです。購入する際、
ご注意ください。

　長い間、勤められた会社などを退
職して国民健康保険に加入している
方のうち、老齢（退職）年金などを
受けている方と、その扶養家族は退
職者医療制度で医療を受けることに
なります。退職者本人が老人保健制
度に移るまで、この制度で医療給付
を行います。

　今年も県内一斉に学校開放週間が設けられます。この週間は、保
護者や地域の皆さんに学校に対する理解と関心を深めてもらうため
に設けられました。残念ながら学校も安全とは決して言えない現代
です。それだからこそ学校は、地域に開かれ、地域の皆さんに守ら
れる存在でなくてはならないのではないでしょうか。
　この機会に近くの学校へ気軽に子どもたちの様子をのぞきに行っ
てください。そして、地域ぐるみでの子どもの育成について改めて
考えていただければ幸いです。なお、各学校の学校開放週間の日程
は26～ 27ページの「くらしの情報カレンダー」でご覧ください。

担当 企画管財課℡72-2142

　青年クラブみなべがダブルダッチサークルの部員を募集しています。
ダブルダッチとは、2本の長い縄を交差させて回し、その中で飛んだ
り、ダンスをしたりする、簡単に言えば、スーパー縄跳びです。
　対象は、子どもから大人まで、「やってみたい！」人です。練習は、
毎週火曜日 夜7時～9時まで、上南部中学校体育館で行っています。
　「このごろ体がなまってきた、運動したいけど激しいのはちょっと」
という方も、どんな方でも大歓迎。お友達とどんどん参加してくださ
いとのことです。
　申し込みと問い合わせは、青年クラブみなべ(携帯電話 080-5368-
4965)へどうぞ。練習日に飛び入りもＯＫ！だそうです。

　ダブルダッチのプログループ「縄レンジャー」によるショーと
講習会。その華麗な技とコンビネーションをお楽しみください。

●退職者医療制度の対象になる人
◎退職被保険者（本人）
　〇国民健康保険に加入している
　〇75歳未満である（老人医療受給
　　対象者を除く）
　〇厚生年金や共済組合等の老齢
　　（退職）年金を受給している
　〇年金の加入期間が20年以上、ま
　　たは40歳以降10年以上ある
◎退職被保険者（家族）
　〇国民健康保険に加入している
　〇75歳未満である（老人医療受給
　　対象者を除く）

　〇退職被保険者本人と同居してい
　　る配偶者、または三親等以内の
　　親族〔原則として年収が130万
　　円未満(60歳以上は180万円未
　　満)で退職被保険者本人に扶養
　　されている〕
●届け出に必要なもの
　年金証書を受け取ったら、14日以
内に、年金証書（加入期間、受給権
取得日が記載されたもの）・国民健
康保険証・認印を持参の上、保険課
へお越しください。
　くわしくは、保険課へ。

担当 保険課℡72-2544

2222222222

わたしたちの南部小学校へも来てね！
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　各保育所(園)が、来年度入所(園)
希望児を次の通り募集中です。
◆入所(園)対象児　　小学校入学前
までで、●おうちの人全員が昼間、
外に働きに行っている、●おうちの
人が家にいるが、家事以外の仕事を
している、などの理由で、家庭だけ
では保育が難しいお子さん
◆募集中の保育所
◇愛之園保育園(埴田・℡72-2371)
◇南部保育所(東吉田・℡72-4520)
◇ひかり保育所(東岩代・℡72-3019)
◇上南部保育所(東本庄・℡74-3022)
◇高城保育所(広野・℡75-2044)
◇清川保育所(軽井川・℡76-2251)
◆申込受付期間　11月11日(金)まで
◆提出書類
◇入所(園)申込書　
◇就労証明書
※ 申込書などの用紙、案内書は右
記の申し込み先にあります。くわし

　「育てよう 一人一人の 人権意識－思いやりの心・かけ
がえのない命を大切に－」。
　12月4日(日)～10日(土)は『人権週間』です。この機
会に身近なことから人権について考えてみませんか。
　市町村にはさまざまな人権問題に悩む方たちの相談を
お受けするために、法務大臣から委嘱された人権擁護委
員がいます。みなべ町の人権擁護委員は次の皆さんです。
　　◆大前浩一さん(高野)　◆大野耕一さん(木ノ川)
　　◆坂本さわゑさん(東本庄)　◆原田武俊さん(山内)
　　◆立田圭一郎さん(北道)
　委員の皆さんは親身に相談にのってくださる方ばかり
ですので、どうぞお気軽にご相談ください。
　町は、毎月、行政相談・登記相談とともに人権擁護委
員による人権相談を行っています。日程は毎月、広報紙
の「相談コーナー」(右ページ)に掲載しています。〔相談
場所は役場第1庁舎(芝)と生涯学習センター(谷口)、毎月
交互でしたが、生涯学習センターの改修が予定されてい
るため、当分の間役場第1庁舎のみで行います〕

　和歌山地方法務局と県人権擁護委員連合会が毎
年、県内各小学校を対象に行っている「第23回人権
の花運動」で、10月 5日(水)、清川小学校が最優秀
賞を受賞しました(応募84校の内、最優秀賞は5校)。
　水やり、植え替えと、約1,000本の花々をいっぱ
いのやさしさを込めて育てあげた、子どもたちの努
力が賞されたものです。

くは案内書をご覧ください。
◆申し込み先
◇各保育所
◇役場第1庁舎(芝)・第2庁舎(谷口)
の町民課窓口
◆問い合わせ先
◇役場第1庁舎町民課(℡72-2161)

　南部幼稚園ＰＴＡが、資源の再利
用のため、また収益を運営費用に充
てるため、新聞紙などの収集などを
次の通り行います。ご協力をお願い
します。
■とき　11月20日(日)午前8時30分
～〔地区によって19日(土)に収集す
るところもあります。20日午前8時
30分～9時30分までなら、直接集
荷場(みなべいなみ農協選果場）へ
持ち込んでいただいても結構です〕
■収集するもの　新聞紙、段ボー
ル、雑誌、牛乳パック、布類

■収集方法　お家の見やすい所へ置
いていただければ収集にうかがいま
す。各地区の収集時間などは、近く
の南部幼稚園の保護者か、南部幼稚
園にお問い合わせください。

　このたびは国勢調査にご協力をい
ただきありがとうございました。こ
の調査結果は今後、国や地方自治体
の行政の基礎資料として、私たちの
まちづくりにいかされます。

担当 町民課℡72-2161

問合 南部幼稚園℡72-2358

担当 企画管財課℡72-2142



■人権■人権■人権■人権■人権・・・・・行政行政行政行政行政・・・・・登記相談登記相談登記相談登記相談登記相談　◆とき
11月10日(木)午後１時30分～３時
30分、◆ところ　役場第1庁舎(芝)
〔人権→人権擁護委員がお受けしま
す。行政→行政相談員が国・県・町
などへの苦情や要望についてお受
けします。登記→和歌山地方法務
局田辺支局職員がお受けします〕
■暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談(((((みなべ町みなべ町みなべ町みなべ町みなべ町
社協社協社協社協社協)))))　◆とき   毎週月～金曜日
午前9時～午後4時、◆ところ は
あと館(旧町保健福祉センター)
■教育相談教育相談教育相談教育相談教育相談　◆とき  毎週月～金
曜日午前9時～午後5時、◆ところ
青少年センター(住民会館) (教育相
談員が相談をお受けします)
■育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談　◆とき
毎週金曜日午前9時～12時、◆と
ころ ふれ愛センター (保健師が相
談をお受けします)

1111111111 月の県シルバー月の県シルバー月の県シルバー月の県シルバー月の県シルバー110110110110110 番番番番番
　毎月、県高齢者総合相談セン
ター(和歌山市、和歌山ビッグ愛)
で行われている専門家による相談
事業。11月の予定は次の通りです。
◆法律(弁護士)18日(金)午後、◆医療
(医師)17日(木)午後、◆年金(社会保
険労務士)8日(火)午後、◆税金(税理
士)15日(火)午後、◆食生活・栄養(管
理栄養士)25日(金)午後、◆健康・保
健(保健師)10日(木)・24日(木)午前
　法律(弁護士)は予約制で面接相
談。法律・年金相談以外は電話相談
も可。くわしくは、同センター ℡
073-435-5212へ。

(無料・秘密厳守)

1111111111 月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談
◆7日・14日・21日・28日→午後７時
まで年金相談窓口の受付時間延長
◆12日(第2土曜日)→午前８時30
分～午後４時、年金相談窓口開設。
　くわしくは、同事務所(田辺市朝
日ヶ丘 ℡24-0321)へ。

　火事・救急・救助の119番通報は、
次の要領で落ち着いて確実に。
① 災害の種別を言う。「火事です」
「救急です」「救助です」
② 場所と近くの目標物をはっきり
と。「町名→地区名→番地→名前な
ど→何々の近く」
③ 火事のとき→「何が燃えてい
る」。救急のとき→「病人、けが人
の年齢、性別、病気やけがの状態」。
救助のとき→「事故の状況」
　もし、119番が話し中のときは、℡
0738-63-1119(日高広域消防本部)
へ。
　また、携帯電話での119 番通報
は、日高広域消防本部へ直接つな
がりません。最初に受信消防本部
(御坊市消防本部など)につながり、
日高広域消防本部へ転送(つなぎ換
え)されるためです。
　一般加入電話か公衆電話からす
るほうが直接つながり、消防車も
速く出動できます。携帯電話での
119番通報は最後の手段と考えてく

　また、センター職員による一般
相談、職業相談・職業紹介も毎週月
～金曜日行われています。

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ 2020202020

　11月 9日(水)～ 15日(火)は、秋の全国火災予防運動週間です。
 　今年の全国統一標語は「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」。
みなべ町では今年に入って、4月に1人が亡くなるという痛ましい家屋
の全焼が発生するなど、下記のようにすでに10件の火災が起こっていま
す(10月 20日現在)。まして冬に向かって日ごと肌寒さが増していくこ
のごろは、空気が乾燥し強風が続くなど、火災が発生しやすい季節です。
より念を入れて火の始末を心がけてくださいね。
　●平成17年1月～10月の間にみなべ町で起こった火災
　　◎建物 6件(内訳 全焼2件、半焼1件、部分焼3件)
　　◎その他(川原・畑など) 4件
　　　　　(上記のうち消防団が出動したのは4件でした)
　さて、日高広域消防本部では、週間中に防火パトロール、消防訓練な
どを予定しています。地域防火指導も行いますので、お気軽に同南部出
張所(℡74-3119)へお問い合わせください。

ださい。

　視覚や聴覚に障がいのある子ど
もたちのために、県立南紀養護学
校、はまゆう養護学校、盲学校、ろ
う学校が4校合同で「きこえとこと
ば・みえかたの教育相談会」を次の
通り開催します。お気軽にご相談
ください。(無料)
●とき　12月8日(木)午前10時～午
後3時
●ところ　県立南紀養護学校(上富
田町岩田)
　なお、相談される場合、前もって
12月1日(木)まで申し込みが必要で
す。くわしくは同校へ。

　町は、新着情報や暮らしの電話帳な
どを掲載した携帯電話用サイトを設け
ていますので、ご利用ください。アド
レスやＱＲコードはこの広報紙 2 8
ページ下方に掲載しています。町のＨ
Ｐから取り込むこともできます。

問合 県立南紀養護学校
　　　　　　℡47-2118

問合 日高広域消防本部
        ℡0738-63-1119
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■みなべ町誕生１周年記念・創
立南部吟詩会30 周年記念大会
(10:00～・紀州南部ロイヤルホ
テル)
■梅の里社会人野球大会(清川
球場ほか)

　■上南部小・中、ＥＰＰ(ｲﾝｸﾞ
　ﾘｯｼｭ･ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 英語
活動)研究発表会(11:25～・上
南部小)
■こひつじランド星の子広場(1
～4歳)(10:00～・役場３階第
１庁舎)
■南部小2・5年、授業参観・懇
談会
■鶴の湯温泉休館日

　■岩代小、避難訓練(不審者)
　■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～・愛之園保)
■農業用機械類回収(場所・時
間はチラシで)
■ 2歳6か月児健診(H15年4・
5月生まれのお子さん)(13:00
～・ふれ愛センター)
■南部小3・4年、授業参観・懇談会
■清川小、来年度入学予定児
童健康診断(13:15～)

　　■胸部検診レントゲンバス
　　巡回(場所・時間はチラシで)
■南部保、未就園児へ保育所開
放・お庭で遊ぼう
■人権・登記・行政相談(13:30
～・役場第1庁舎)
■清川小、食育の講話(婦人会)
■愛之園保、総合避難訓練
■南部小1年・少人数、授業参観・
懇談会
■上南部中、職業体験学習

　　■胸部検診レントゲンバス
　　巡回(場所・時間はチラシで)
■上南部保・高城保・清川保、未
就園児へ保育所開放・外で自由
遊び
■ポリオ予防接種(13:00～・ふ
れ愛センター)
■清川小、読み聞かせ(婦人会)
■ひかり保、有間皇子祭
■南部小6年、授業参観・懇談会
■上南部中、観劇「杜子春」

　　　■高城中、文化祭
　　　■卓球県大会(南部中・清
川中)、県駅伝大会(南部中・上
南部中)、テニス県大会(南部中・
上南部中・～13日)、バレーボー
ル県大会(南部中・～13日)、バ
スケットボール県大会(南部中・
～13日)、剣道県大会(南部中)
■岩代小、授業参観・教育懇談会
■農業用機械類回収(場所・時間
はチラシで)
■田辺社会保険事務所で年金相
談窓口開設(8:30～ 16:00)

■南部中、学校開放週間(～19
日)
■新体操県大会(南部中)
■ＮＨＫジュニア野球教室in
みなべ町(13:00～・共和球場)

　　■高城小、学校開放週間
     (～ 24日)
■高城小4・5・6年生、学習発表
会
■清川小・中、ＰＴＡ研修会(コ
ンサート)(清川小)
■南部中、マラソン大会
■南部保、読み聞かせ
■南部幼、祖父母園訪問
■上南部小、来年度入学予定児
童健康診断(13:00～)

    ■清川小、避難訓練(地震)
　　■こひつじランド星の子
広場(0～1歳)(10:00～・ふれ
愛センター)
■ 3歳 6か月児健診(H14年4・
5月生まれのお子さん)(13:00
～・ふれ愛センター)
■南部幼、保育参観
■南部中、ＴＡＩＭ代表者発表会
■南部郷教育研究会講演会(15:00
～・高城中)

    ■ひかり保、避難訓練
    ■上南部小、交通安全教室
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■町内女子ソフトバレーボール
大会(19:30～・上南部小体育館)

■廃食油回収(17:00～21日9:00)
(場所はチラシで)
■高城小ＰＴＡ親睦ビーチバ
レー大会(19:00～・高城中)
■いきいき講座「秋も健美操で
元気いっぱい！」(19:30～・ふ
れ愛センター)

■みなべはあとはあとグラウン
ドゴルフ大会(山内・河川敷公園）
■上南部保、発表会
■日高地方駅伝競走大会(南部
中・上南部中・高城中・清川中)
■ふるさとウォーク(みなべ町
青少年育成町民会議主催)

■南部幼・年少、園外保育（鹿
島神社）
■こひつじランド子育てサーク
ル ベビーちゃんのお母さんの
会＆マタニティサロン(10:00
～・愛之園保)

　　■南部保あやめ組、「お仕
　　事ご苦労様です」(事業所へ)
■愛之園保、感謝祭の訪問(事
業所へ)
■南部郷連合ＰＴＡ研修会(19:
30～・役場第1庁舎)
■テレビ和歌山『開運！なんで
も鑑定団』(20:54～ 19:54)で、
「出張！なんでも鑑定団inみな
べ町」放送（予定）

■高城小1・2・3年生、学習発
表会
■日高地方音楽会(御坊市文化
会館)

■高城保・清川保合同で避難訓
練(地震)
■上南部小、授業参観

　　■高城保、発表会
　　■南部小、校内音楽会
■おもしろ科学教室「エアーホッ
ケーで遊ぼう」(清川公民館)
■愛之園保・保護者会、秋の園
庭清掃

■清川中、ふれ愛文化祭

■南部保、避難訓練
■10か月児健診(H16年12月・
H17 年 1 月生まれのお子さん)
(13:00～・ふれ愛センター)

■南部小ＰＴＡ、古紙回収

■町委託・各医療機関での基本
健診開始(～11月30日)
■交通安全街頭指導(上南部小・
高城小・清川小)
■南部小、社会見学

■4か月児健診(H17年6・7月生
まれのお子さん)(13:00～・ふ
れ愛センター)
■高城小、社会見学
■岩代小・南部小、観劇（南部小）
■南部中、ＴＡＩＭ全校発表会
■愛之園保、園外保育(南高農
場ポニー見学)

■南部幼、避難訓練(火災と消
防車見学)
■岩代小、社会見学遠足 ■南部幼、未就園児へ園開放

講座
■高城保、親子遠足(アドベン
チャーワールド)
■愛之園保、おじいちゃんお
ばあちゃんとのお餅つき会

11月は
◆児童虐待防止推進月間
　

◆全国青少年健全育成強調月間
◆職業能力開発促進月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
◆共同募金運動(～12月)

■南部幼、避難訓練
■岩代小、マラソン大会
■御坊税務署・年末調整説明会
(13:30～・ＪＡみなべいなみ本所)

■学校開放週間、上南部小・清川
小(～11日)、高城中(～12日)岩
代小・上南部中・清川中(～13日)
■岩代小、交通安全教室
■こうのとりセミナー(母親教
室)(14:00～・ふれ愛センター)
■農業用機械類回収(場所・時間
はチラシで)
■鶴の湯温泉休館日

■清川区民運動会(清川球場)
■ひかり保、親子遠足
■南部中野球部保護者会主催・野
球大会(3・5・6日、千里球場ほか)

■ひかり保、お遊戯会

■白梅幼、お遊戯会

■南部中、避難訓練(火災)

■こひつじランド第７回育児
講座 お母さんの手作り教室(～
30日)

　　　■4か月児健診(H17年8
　　　月生まれのお子さん)
(13:00～・ふれ愛センター)
■ビデオテープ類・カセット
テープ類の臨時一斉回収(プラ
スチックごみ類とは別に資源用
指定袋に入れてください)〔対象
は気佐藤・新庄・千鹿浦・東西
岩代・山内・ミナベ化工団地・
上南部地区・熊瀬川。それ以外
は12月13日(火)〕

(ふれ愛センター)
(～5日)

(～6日、生涯学
習センター・南部公民館)

■こひつじランド星の子広
場(1～4歳)(10:00～・ふれ
愛センター)
■ポリオ予防接種( 1 3 : 0 0
～・ふれ愛センター)

→

→

■南部幼ＰＴＡ、古紙回収

■こうのとりセミナー(母親教室)
(14:00～・19:00、ふれ愛センター)
■農業用機械類回収(場所・時間
はチラシで)

■農業用機械類回収(場所・時間
はチラシで)

　固定資産税(3期)／国
民健康保険税(5期)／介護保険
料(普通徴収5期)
公共下水道受益者負担金(3 期)／
水道料金(9・10月分)・公共下水道
使用料(9・10月分)・農業集落排水
使用料(10・11月分)の各窓口納付

　水道料金(9・10月分)・
公共下水道使用料(9・10月分)・農
業集落排水使用料(10・11月分)の
各口座振替

　日に日に寒くなってき
てますが、皆さん風邪引いてませ
んか？すでに引いてしまった僕…。
運動不足のせいか、かなり体が
弱っています。しかも、ちょっと
太ってきたし、運動しないと！さ
て、10月はみなべ町誕生１周年記
念行事、運動会、祭りと大変忙し
い月でした。大人になって初めて
祭りに参加しました。岩代はなん
と言っても子どもが主役（子踊り）
で、２週間前ぐらいから毎晩練習
をします。子どもたちは小学６年
生～４歳の子までいるので、まじ
めに踊らない子、すぐ飽きてしま
う子、なかなかみんなの踊りがそ
ろいません。しかし、本番ではみ
んなまじめに踊り、最高に良かっ
たんです。終わった瞬間、感動し
て泣いてしまいました。（実は涙も
ろいんです…）やっぱり祭りはい
いもんですね！あ～あ、早く来年
の祭り来ないかな…（良太）

■ダブルダッチショー＆講習
会(予定)

　生涯学習センターの大改修
工事・耐震補強工事の準備の
ため、センター内の各部屋が
11 月７日(月)から使用でき
なくなります。ただし、１階
の大集会室のみ 11 月 12 日
(土)まで使用できます。
　日ごろご利用していただい
ている皆さんには大変ご迷惑
をおかけしますが、どうぞご
協力お願いします。工事が終
わるまでの代替施設として
は、高城公民館（広野）、清川
公民館（軽井川）、南部公民館
（片町）、ふれ愛センター（東
本庄）などの公共施設、また
各地区の集会所などを利用し
てください。
　また、センター内の各室、
各課は下記の通り移転しま
す。

役場第２庁舎２階へ
　・中央公民館事務室
　・学校教育課
　・生涯学習課
　・教育長室
　・教育指導主事室

町商工会館南部川分所へ
　・図書館上南部分室
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　梅ロードフェスティバルの「みなべ食の
フェスタ－梅料理ショー」で、和食の料理人
割烹菊水店主 橋本滋さんと洋食のシェフ 紀
州南部ロイヤルホテル料理長 木村裕さんが
梅や地元の食材を使って腕をふるいました。
その食材選びから調理までを、辻学園調理

技術専門学校製菓・製パン主任教授 林繁和
さんとタレント 西川かの子さんのご夫妻が
息のあったかけあいで紹介し、会場を大い
に沸かせました。では、その料理の数々を紹
介しますので、目でご堪能ください。

梅を使った、林シェ
フのオリジナル料理
「林風おやき」

　「和と洋、どちらを食べ
たいか」、味わい隊の皆さ
んがふだを掲げました。判
定には西川かの子さんも
加わって、和洋同数、あい
こでした。

宝楽焼き

い わ し 豆 腐 の
ステーキ(卵とじ)

梅酒風味のクツエビの蒸し煮＆
　いわしの湯葉包み煮込み野菜あんかけ

梅酒ロック
さばの棒寿司
梅ソバ寿司
いわし昆布〆
いわし団子の田楽
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と
南
高
梅
の
香
り

南高梅と季節の
フルーツのゼリー

(料理の簡単なレシピが役場企画管財課(℡72-2142)
 にありますので、希望の方はご連絡ください)

あ
わ
び
の
ロ
ー
ス
ト

　
い
わ
し
の
旨
味
ソ
ー
ス
と

　
季
節
の
野
菜
を
添
え
て

西川かの子さんと橋本店主 木村シェフと林シェフ

グレナディンの香りと共に
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